
一
　
李
箱
文
学
に
お
け
る
東
京

李
箱
（
本
名
　
金
海
卿
、
一
九
一
〇
〜
一
九
三
七
）
は
、
一
九
二
九

年
に
京
城
高
等
工
業
学
校
を
卒
業
し
、
そ
の
年
の
四
月
に
朝
鮮
総
督
府

内
務
局
建
築
課
に
技
手
と
し
て
就
職
し
た
。
彼
は
一
九
三
〇
年
に
韓
国

語
で
書
い
た
『
十
二
月
十
二
日
』
を
発
表
す
る
が
、
こ
の
作
品
は
、
李

箱
の
最
初
の
小
説
で
あ
り
、
唯
一
の
長
編
小
説
に
な
る
。
そ
の
以
降
、

一
九
三
一
年
と
一
九
三
二
年
に
は
日
本
語
詩
を
書
い
て
、『
朝
鮮
と
建

築
』
に
発
表
し
た
。
そ
れ
が
『
異
常
の
可
逆
反
応
』(

第
十
輯
　
第
七

号)

『
鳥
瞰
図
』(

第
十
輯
　
第
八
号)

『
三
次
角
設
計
図
』(

第
十
輯

第
十
号)

『
建
築
無
限
六
面
角
体
』(

第
十
一
輯
　
第
七
号)

で
あ
っ
た
。

李
箱
は
一
九
三
〇
年
に
最
初
の
喀
血
を
し
、
一
九
三
三
年
に
は
二
次

の
喀
血
を
し
た
。
そ
の
た
め
、
同
年
の
四
月
に
朝
鮮
総
督
府
を
辞
職
し

た
。
李
箱
は
一
九
三
四
年
七
月
二
四
日
か
ら
一
九
三
四
年
八
月
八
日
ま

で
『
朝
鮮
中
央
日
報
』
に
『
烏
瞰
図
（
オ
カ
ム
ド
）』
を
連
載
す
る
。

『
烏
瞰
図
』
は
、
韓
国
語
の
詩
で
「
詩
第
一
号
」
か
ら
「
詩
第
十
五
号
」

ま
で
発
表
さ
れ
た
。「
烏
瞰
図
」
は
、
李
箱
の
造
語
で
あ
り
、「
烏
瞰

図
」
と
い
う
「
不
吉
な
鳥
と
さ
れ
て
い
る
鴉
が
人
間
を
見
下
ろ
す
と
い

う
奇
抜
な
着
想
や
「
詩
第
〇
号
」
の
よ
う
な
変
わ
っ
た
題
名
な
ど
に
、

モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
し
て
の
李
箱
の
作
風
の
一
面（

１
）」

が
見
ら
れ
る
。

し
か
し
、『
烏
瞰
図
』
は
読
者
か
ら
の
批
判
が
高
ま
っ
た
た
め
、
途

中
で
中
断
さ
れ
た
。「
オ
カ
ム
ド
（
烏
瞰
図
）」
と
い
う
言
葉
は
あ
り
え

な
い
、「
チ
ョ
カ
ム
ド
（
鳥
瞰
図
）」
の
間
違
い
で
は
な
い
か
と
新
聞
社

の
文
選
部
を
は
じ
め
読
者
ま
で
の
抗
議
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ

に
李
箱
詩
は
難
解
で
あ
っ
た
た
め
、
読
者
は
彼
の
詩
が
理
解
で
き
な
か

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、「
烏
瞰
図
」
の
連
載
は
三
〇
回
の
予

定
で
あ
っ
た
が
、
十
五
回
で
中
断
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
李
箱
は
読
者
か

ら
の
批
判
と
反
応
に
対
し
、「
二
千
点
の
中
か
ら
三
十
点
」
を
選
ん
だ

も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
、
自
分
の
作
品
が
理
解
で
き
な
い
読
者
の
無
知

を
嘆
い
た
。
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李
箱
は
、
金
起
林
宛
て
の
手
紙
に
「
小
説
を
書
く
」
と
言
っ
て
、
一

九
三
六
年
九
月
に
『
翼
（
ナ
ル
ゲ
）』
を
発
表
し
た
。『
翼
』
は
、
現
在

は
李
箱
文
学
に
お
い
て
最
高
の
傑
作
と
評
価
さ
れ
る
が
、
発
表
当
時

は
、「
こ
れ
く
ら
い
の
作
品
は
、
こ
れ
か
ら
七
、
八
年
前
の
新
心
理
主

義
の
盛
ん
で
い
た
こ
ろ
の
日
本
文
壇
の
新
進
作
壇
に
お
い
て
は
夏
の
麦

帽
子
み
た
い
に
あ
り
ふ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
」
と
金
文
輯
か
ら
ひ
ど
く

批
判
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
李
箱
は
東
京
へ
の
脱
出
を
夢
見

る
よ
う
に
な
っ
た
。

―私
―は
―何
―篇
―か
―の
―小
―説
―と
―何
―行
―か
―の
―詩
―を
―書
―き
―、
―私
―の
―衰
―亡
―し
―て
―ゆ

―く
―心
―身
―の
―上
―に
―恥
――辱
―を
―倍
―加
―し
―た
―。
―こ
―れ
―以
―上
―、
―私
―が
―こ
―の
―土
―地
―で

―生
―き
―続
―け
―て
―ゆ
―く
―こ
―と
―は
―き
―わ
―め
―て
―困
―難
―な
―と
―こ
―ろ
―に
―ま
―で
―差
―し
―か

―か
―っ
―た
―。
―私
―は
―と
―に
―か
―く
―聞
―こ
―え
―よ
―く
―言
―え
―ば
―亡
―命
―し
―な
―け
―れ
―ば
―な

―ら
―な
―い
―だ
―ろ
―う
。

―ど
―こ
―に
―行
―こ
―う
―か
―。
―私
―は
―会
――う
―人
―ご
―と
―に
―東
―京
―に
―行
―く
―と
―豪
―語
―し

―た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
あ
る
友
人
に
は
「
電
気
技
術
に
関
す
る
専

門
の
勉
強
を
し
に
行
く
」
と
か
、
学
校
の
先
生
に
会
っ
て
は
「
高
級

単
式
印
刷
術
を
研
究
す
る
」
と
か
、
仲
の
良
い
友
人
に
は
「
我
輩
は

五
ヶ
国
語
に
精
通
す
る
予
定
で
あ
る
」、
甚
だ
し
く
は
「
法
律
を
学

ぶ
つ
も
り
で
す
」
と
ま
で
、
ほ
ら
話
を
ぽ
ん
ぽ
ん
と
言
う
の
で
あ
る
。

た
い
て
い
の
友
人
は
ふ
つ
う
騙
さ
れ
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、
―こ
―の
―空

―宣
―伝
―を
―信
―じ
―な
―い
―人
―も
―た
―ま
―に
―は
―い
―る
―。
―と
―に
―か
―く
―こ
―れ
―が
―永
―久
―に

―す
―っ
―か
―ら
―か
―ん
―に
―な
―っ
―て
―し
―ま
―っ
―た
―李
―箱
―の
―、
―最
―後
―の
―空
―砲
―に
―過
―ぎ

―な
―い
―こ
―と
―だ
―け
―は
―事
―実
―で
―あ
―る
―だ
―ろ
―う
。

（『
逢
別
記（

２
）』

六
八
）

妍
は
お
れ
の
後
ろ
を
三
、
四
歩
つ
い
て
き
た
よ
う
だ
。
し
か
し
お

れ
は
、
例
年
十
月
二
十
四
日
頃
に
は
死
体
が
幾
日
し
た
ら
腐
り
は
じ

め
る
の
か
、
そ
れ
が
気
が
か
り
で
あ
っ
た
。

「
―箱
―！
―
―ど
―こ
―に
―行
―く
―の
―で
―す
―か
―？
」

―お
―れ
―は
―ど
―ぎ
―ま
―ぎ
―し
―て
―い
―る
―う
―ち
―に
―適
―当
―に
、

「
―東
―京
―」
―と
―答
―え
―た
。

―も
―ち
―ろ
―ん
―こ
―れ
―は
―嘘
―っ
―ぱ
―ち
―だ
。
し
か
し
妍
は
私
を
引
き
止
め
な

い
。

（『
失
花
』
一
四
八
）

李
箱
が
、
多
く
の
作
品
に
東
京
へ
の
願
望
を
表
現
し
て
い
る
よ
う
に
、

彼
に
「
東
京
」
へ
の
脱
出
は
切
実
な
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
「
東
京
」

行
き
が
実
現
で
き
る
か
に
は
、「
最
後
の
空
砲
」「
嘘
っ
ぱ
ち
」
に
な
る

こ
と
も
考
え
て
い
た
が
、
結
局
、
李
箱
の
東
京
行
き
は
一
九
三
六
年
十

月
下
旬
ご
ろ
実
現
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
李
箱
が
二
次
喀
血
を
し
て
か
ら

三
年
も
経
っ
て
い
た
時
で
あ
っ
た
。
そ
の
当
時
の
肺
結
核
と
は
、
死
と

同
様
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
の
で
、
李
箱
は
自
分
の
命

が
あ
ま
り
残
っ
て
い
な
い
こ
と
を
知
り
な
が
ら
も
、
一
つ
の
突
破
口
と

し
て
東
京
行
き
を
選
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
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私
の
思
い
描
い
て
い
た
マ
ル
ノ
ウ
チ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
―
―
通
常
マ

ル
ビ
ル
―
―
は
、
少
な
く
と
も
こ
の
目
の
前
に
あ
る
マ
ル
ビ
ル
の
四

倍
は
あ
る
壮
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ブ
ロ
ー
ド
ウ

ェ
イ
に
行
っ
て
も
私
は
同
じ
よ
う
な
幻
滅
を
受
け
る
の
だ
ろ
う
か
―

―
と
に
か
く
、
―こ
―の
―都
―市
―は
―ガ
―ソ
―リ
―ン
―の
―匂
―い
―が
―す
―る
―ん
―だ
―な
―ぁ
―！

―が
―東
―京
―の
―第
―一
―印
―象
―だ
。

―わ
―れ
―わ
―れ
―の
―よ
―う
―に
―肺
―が
―丈
―夫
―で
―な
―い
―人
―間
―は
―ま
―ず
―こ
―の
―都
―市
―で

―暮
―ら
―す
―資
―格
―が
―な
―い
―。
―口
―を
―閉
―じ
―て
―も
―開
―い
―て
―も
―、
―す
―っ
―と
―ガ
―ソ
―リ

―ン
―の
―匂
―い
―が
―滲
―透
―し
―て
―し
―ま
―う
―の
―で
―、
―ど
―ん
―な
―食
―べ
―物
―を
―食
―べ
―て
―も

―ガ
―ソ
―リ
―ン
―の
―味
―が
―す
―る
―。
―と
―い
―う
―こ
―と
―は
―、
―東
―京
―市
―民
―の
―体
―臭
―は
―自

―動
―車
―と
―似
―た
―よ
―う
―な
―も
―の
―な
―の
―で
―あ
―ろ
―う
。

（「
東
京
」
二
七
〇
）

李
箱
は
、
思
っ
た
よ
り
小
さ
い
マ
ル
ノ
ウ
チ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
規
模

に
失
望
し
、「
幻
滅
を
う
け
る
」
と
い
う
が
、
実
は
「
ガ
ソ
リ
ン
の
匂

い
」
に
幻
滅
を
う
け
て
い
た
。「
自
動
車
が
靴
の
役
割
を
し
て
い
る
」

大
都
市
の
東
京
へ
来
た
た
め
、
肺
結
核
を
病
ん
で
い
た
李
箱
に
「
ガ
ソ

リ
ン
の
匂
い
」
は
、
苦
痛
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
と
想
像
で
き
る
。

念
願
の
「
東
京
」
行
き
は
実
現
さ
れ
た
が
、
そ
の
「
東
京
」
行
き
が

「
と
ん
で
も
な
い
桃
源
の
夢
で
あ
っ
た
こ
と
」
を
李
箱
は
告
白
し
た
。

（
―こ
―こ
―は
―東
―京
―だ
――。
―お
―れ
―は
―ど
―う
―い
―う
―つ
―も
―り
―で
―こ
―こ
―に
―や
―っ
―て

―き
―た
―の
―か
？
　
赤
貧
―
―
コ
ク
ト
―
が
言
っ
て
い
た
っ
け
―
―
才
能

の
な
い
芸
術
家
は
む
や
み
に
自
分
の
赤
貧
を
見
せ
び
ら
か
す
な
と
―

―
あ
あ
、
お
れ
に
貧
困
を
売
り
物
に
す
る
以
外
に
ど
ん
な
才
能
が
あ

る
っ
と
い
う
ん
だ
。
―こ
―こ
―は
―神
―田
―区
―神
―保
――町
―。
―お
―れ
―が
―幼
―い
―頃
―に
―帝

―展
―の
―二
―科
―会
―に
―葉
―書
―を
―注
―文
―し
―た
―、
―そ
―れ
―が
―ま
―さ
―に
―こ
―こ
―だ
―。
―お
―れ

―は
―こ
―こ
―で
―今
―、
―病
―床
―に
―い
―る
）

（『
失
花
』
一
四
二
）

実
際
、
李
箱
は
神
田
区
神
保
町
で
下
宿
を
し
て
い
た
が
、「
ど
う
い

う
つ
も
り
で
こ
こ
に
や
っ
て
き
た
の
か
」
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
、
さ
ま

よ
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
、
病
床
に
ま
で
つ
い
て
し
ま
っ
た
の
で
、
李
箱

は
東
京
に
来
た
こ
と
を
後
悔
し
た
。「
生
き
よ
う
と
し
て
生
き
よ
う
と

し
て
」
来
た
東
京
で
李
箱
は
な
ん
に
も
出
来
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

李
箱
は
東
京
よ
り
ガ
ソ
リ
ン
の
匂
い
の
し
な
い
ソ
ウ
ル
（
そ
の
当
時

京
城
）
を
な
つ
か
し
く
思
う
よ
う
に
な
り
、
そ
の
思
い
は
僻
村
成
川
に

ま
で
至
っ
て
い
た
。

西
を
見
て
も
野
原
、
南
を
見
て
も
野
原
、
北
を
見
て
も
野
原
、
あ

あ
こ
の
野
原
は
ど
う
い
う
つ
も
り
で
こ
ん
な
に
限
り
な
く
広
が
っ
て

い
る
の
か
？
　
ど
う
い
う
つ
も
り
で
あ
ん
な
に
ま
で
緑
一
色
に
染
ま

っ
て
し
ま
っ
た
の
か
？

（「
倦
怠
」
二
四
六
）

「
倦
怠
」
は
、
李
箱
が
平
安
南
道
成
川
へ
旅
行
し
た
こ
と
を
題
材
に

し
た
も
の
で
あ
り
、「
成
川
体
験
」
は
、「
結
核
と
は
ま
っ
た
く
関
係
な
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い
李
箱
文
学
の
田
舎
と
の
出
会
い
」
で
あ
る
。
東
京
で
ガ
ソ
リ
ン
の
匂

い
の
た
め
苦
し
ん
で
い
た
李
箱
に
お
い
て
は
、
ど
こ
を
み
て
も
「
緑
一

色
」
の
成
川
が
、
一
番
な
つ
か
し
く
思
え
て
き
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
場
を
離
れ
て
み
る
と
、
そ
の
場
が
よ
く
見
え
て
く
る
。
桃
源
の

夢
で
あ
っ
た
東
京
に
行
っ
て
み
て
、
始
め
て
ソ
ウ
ル
と
成
川
が
李
箱
に

は
っ
き
り
見
え
て
き
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
倦
怠
」
は
、
肺
結

核
を
病
ん
で
い
た
李
箱
に
成
川
が
一
番
住
み
よ
い
と
こ
ろ
で
あ
る
と
い

う
李
箱
の
告
白
を
、「
十
二
月
十
九
日
未
明
、
東
京
に
て
」
書
い
た
も

の
で
あ
っ
た
。「
李
箱
に
お
い
て
の
東
京
」
は
、
ソ
ウ
ル
と
成
川
の
新

し
い
発
見
が
で
き
た
場
所
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

李
箱
は
一
九
三
七
年
二
月
に
思
想
犯
と
し
て
捕
ま
り
、
一
九
三
七
年

四
月
十
七
日
に
東
京
で
死
を
迎
え
た
。
あ
ま
り
に
も
悲
し
い
死
で
あ
っ

た
。
李
箱
の
六
ヵ
月
に
満
た
な
い
東
京
生
活
で
あ
っ
た
。

二
　
横
光
利
一
文
学
に
お
け
る
ソ
ウ
ル

横
光
が
初
め
て
朝
鮮(

韓
国

(

３)

）
へ
行
っ
た
の
は
父
梅
次
郎
の
葬
儀
の

た
め
で
あ
っ
た
。
一
九
二
二
年
八
月
二
九
日
に
父
梅
次
郎
が
韓
国
の
京

城(

ソ
ウ
ル

(

４)

）
で
突
然
亡
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

朝
鮮
へ
初
め
て
私
の
渡
つ
た
の
は
、
今
か
ら
二
十
一
年
も
前
で
あ

る
。
本
年
度
の
徴
兵
の
年
齢
に
あ
た
つ
て
い
る
青
年
た
ち
が
、
ち
や

う
ど
生
ま
れ
た
こ
ろ
の
八
月
で
あ
つ
た
。（
中
略
）
―私
―に
―と
―つ
―て
―は

―そ
―れ
―は
―海
―を
―渡
―つ
―た
―初
―旅
―で
―あ
―り
―、
―父
―の
―骨
―を
―迎
―へ
―に
―行
―く
―学
―生
―の

―一
―人
―旅
―で
―あ
―つ
―た
―か
―ら
―悲
―し
―み
―が
―ふ
―か
―く
、
や
う
や
く
涙
を
怺
へ
て

い
る
や
う
な
、
緊
張
し
た
と
き
だ
つ
た
が
、(

後
略)

（「
朝
鮮
の
こ
と
」
十
四
巻
　
二
七
六

(

５)

）

そ
の
当
時
、
横
光
は
早
稲
田
大
学
の
学
生
で
、
小
島
キ
ミ
子
と
の
恋

愛
に
悩
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
韓
国
へ
行
っ
て
み
る
と
、
父
親

の
財
産
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
キ
ミ
子
と
の
結
婚
も
む

ず
か
し
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。

私
は
残
し
て
来
た
恋
人
あ
て
に
手
紙
を
書
い
た
。

「
も
う
あ
な
た
と
結
婚
は
出
来
ま
せ
ん
。
父
に
金
が
何
も
な
い
の
を

知
り
ま
し
た
。
無
論
、
僕
も
あ
り
ま
せ
ん
。
帰
る
船
賃
さ
へ
も
、
ま

だ
こ
れ
か
ら
取
る
の
で
す
。
あ
な
た
は
僕
を
好
き
だ
と
云
つ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
僕
は
あ
な
た
と
僕
と
を
引
き
裂
い
た
金
が
欲
し
く
な
つ

て
は
、
困
る
の
で
す
。」

（「
青
い
大
尉
」
二
巻
　
三
三
六

(

６)

）

そ
れ
に
、
キ
ミ
の
家
か
ら
は
結
婚
を
反
対
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
当
時

の
キ
ミ
へ
の
横
光
の
悩
み
は
、
小
島
T
宛
て
の
手
紙
に
ま
ざ
ま
ざ
と
現

れ
て
い
る
。
そ
れ
は
一
九
二
二
年
九
月
に
書
い
た
も
の
と
し
て
推
定
さ

－ 54－



れ
る
手
紙
が
三
通
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

―今
―か
―ら
―十
―七
―年
―ほ
―ど
―前
―、
―初
―め
―て
―京
―城
―ま
―で
―行
―つ
―た
―こ
―と
―が
―あ
―る
―。

―そ
―の
―と
―き
―、
―な
―る
―ほ
―ど
―、
―大
―陸
―と
―い
―ふ
―も
―の
―は
―か
―う
―い
―ふ
―も
―の
―か
―と
―、

―空
―の
―青
―さ
―の
―内
―地
―と
―ど
―こ
―と
―な
―く
―違
―ふ
―透
―明
―な
―、
―応
―援
―力
―の
―少
―し
―も

―な
―い
―、
―は
―か
―な
―く
―美
―し
―い
―、
―其
―処
―気
―味
―悪
―い
―空
―を
―仰
―い
―で
―思
―つ
―た
。

そ
れ
ま
で
は
空
と
い
ふ
言
葉
を
見
て
も
、
私
の
頭
の
中
に
は
、
日
本

の
空
の
色
よ
り
感
ず
る
こ
と
が
出
来
な
か
つ
た
。

（「
島
国
的
と
大
陸
的
」
十
三
巻
　
四
八
七

(

７)

）

何
の
親
し
み
も
な
い
空
だ
。
―透
―明
―で
―虚
―無
―的
―で
―応
―援
―力
―が
―少
―し
―も

―な
―く
、
そ
れ
か
と
云
つ
て
、
も
し
あ
の
空
に
曇
ら
れ
た
な
ら
と
て
も

仰
ぐ
の
も
恐
ろ
し
く
な
る
に
相
違
な
い
。

（「
旅
行
記
」
十
三
巻
　
七
三
）

横
光
は
、
韓
国
の
空
を
「
透
明
」「
応
援
力
の(

が)

少
し
も
な
い
」

「
虚
無
的
」
と
感
じ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
空
へ
の
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
は
、

父
を
亡
く
し
た
横
光
自
身
の
心
情
が
反
映
さ
れ
て
い
た
と
も
い
え
よ
う
。

二
度
目
の
時
は
、
―そ
―れ
―か
―ら
―八
―年
―も
―た
―つ
―た
―と
―き
―で
―、
―こ
―の
―と
―き

―は
―飛
―行
―機
―で
―、
―空
―か
―ら
―京
―城
―の
―上
―へ
―さ
―し
―か
―か
―つ
―て
―来
―る
―と
―、
―父
―が

―ま
―だ
―そ
―の
――あ
―た
――り
―に
―生
―き
―て
―い
―て
―、
―う
―ろ
―う
―ろ
―し
―な
―が
―ら
―喜
―び
―迎
―え

―て
―く
―れ
―て
―い
―る
―や
―う
―に
―感
―じ
―ら
―れ
―、
―涙
―が
―出
―た
―り
―し
―た
。
三
度
目
は

外
国
か
ら
の
帰
途
で
、
こ
の
と
き
の
飛
行
機
は
平
壌
に
不
時
着
し
た

が
、
そ
れ
が
幸
ひ
一
夜
を
こ
こ
に
泊
つ
た
。
私
に
は
も
う
こ
の
と
き

は
、
旅
の
思
ひ
は
な
か
つ
た
。（「

朝
鮮
の
こ
と
」
十
四
巻
　
二
七
六
）

横
光
の
二
度
目
の
韓
国
訪
問
は
一
九
三
〇
年
九
月
一
六
日
に
あ
っ
た
。

こ
の
二
度
目
の
訪
問
は
、
学
生
の
身
分
の
初
め
の
訪
問
と
は
ま
っ
た
く

違
っ
て
い
た
。
横
光
は
、
一
九
二
三
年
五
月
に
「
蠅
」
と
「
日
輪
」
を

も
っ
て
文
壇
に
登
場
し
、「
新
感
覚
派
文
学
」
の
代
表
者
と
し
て
活
躍

し
て
き
て
い
た
。
一
九
三
〇
年
八
月
に
は
『
機
械
』
を
書
き
あ
げ
、
九

月
に
『
改
造
』
に
発
表
し
た
。
そ
の
『
機
械
』
は
、
小
林
秀
雄
の
激
賞

を
得
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
、
九
月
に
は
満
鉄
か
ら
菊

池
寛
ら
と
招
待
さ
れ
、
そ
の
途
中
、
ソ
ウ
ル
も
訪
問
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
。

―九
―月
―十
―三
―日
―消
―印
　
大
阪
よ
り
東
京
市
世
田
谷
下
北
澤
一
四
五

横
光
千
代
子
宛
（
封
書
・
メ
モ
用
紙
三
枚
・
ペ
ン
書
）

下
の
無
電
局
で
は
吾
々
の
今
通
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
大
阪
と
東
京
へ

報
ら
せ
つ
つ
あ
り
と
操
縦
士
が
云
ふ
。
下
を
見
て
み
る
。
飛
行
機
の

上
で
書
く
。
―今
―、
―母
―の
―生
―ま
―れ
―た
―上
―を
―通
―る
―所
。
一
路
平
安
少
し
も

揺
れ
ず
、
も
う
直
ぐ
大
阪
。

（『
書
翰
』
十
六
巻
　
一
一
三

(

８)

）
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―九
―月
―十
―六
―日
―消
―印
　
京
城
よ
り
東
京
市
世
田
谷
下
北
澤
一
四
五

横
光
千
代
子
宛
（
封
書
・
メ
モ
用
紙
十
一
枚
・
ペ
ン
書
）

低
空
飛
行
を
や
つ
て
い
る
。
八
百
米
く
ら
ひ
の
高
度
。

下
に
厳
島
が
あ
る
。
き
れ
い
な
り
。

も
う
広
島
を
過
ぎ
た
。
今
日
は
機
が
揺
れ
る
こ
と
、
ひ
ど
い
。
厚
い

雲
の
下
を
通
つ
て
い
る
か
ら
だ
。

―僕
―の
―国
―宇
―佐
―が
―見
―え
―る
。

橋
本
の
町
、
炭
鉱
町
が
下
に
あ
る
。

今
福
岡
の
太
刀
洗
で
十
分
降
り
て
、
ま
た
空
へ
舞
い
上
る
。

―い
―よ
―い
―よ
―朝
―鮮
―海
―峡
―へ
―さ
―し
―か
―か
―つ
―た
。

機
は
今
か
ら
八
人
乗
り
に
変
つ
た
の
だ
。
便
所
ま
で
つ
い
て
い
る
。

―今
―夜
―着
―く
―や
―い
―な
―や
―京
―城
―で
―講
―演
―だ
。
た
ま
ら
ぬ
。(

中
略
）

儲
け
た
話
を
書
い
て
い
る
中
に
、も
う
朝
鮮
海
峡
へ
出
て
了
つ
た
。

あ
め
ち
よ
こ
を
舐
め
て
い
る
う
ち
に
、も
う
朝
鮮
へ
着
い
た
。（
中
略
）

機
は
ウ
ル
サ
ン
で
十
分
間
程
停
つ
た
。
今
京
城
へ
向
ふ
所
、
S
山
ば

か
り
が
陸
続
と
連
な
る
。
も
う
二
三
十
分
で
京
城
へ
着
く
。
皆
も
う

疲
れ
た
と
見
え
て
ぐ
つ
た
り
し
て
い
る
。
午
後
の
四
時
頃
だ
。
今
、

六
時
、京
城
朝
鮮
ホ
テ
ル
へ
着
い
た
。（『
書
翰
』
十
六
巻
　
一
一
四
）

「
今
、
母
の
生
ま
れ
た
上
を
通
る
所
」「
僕
の
国
宇
佐
が
見
え
る
」
と

書
い
て
い
る
よ
う
に
、
横
光
は
韓
国
の
訪
問
を
前
に
し
て
、
両
親
の
こ

と
を
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
母
の
生
ま
れ
た
上
を
通
る
所
」

は
伊
賀
上
野
の
こ
と
を
、「
僕
の
国
宇
佐
」
は
父
梅
太
郎
の
生
ま
れ
た

土
地
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
が
、
父
の
死
の
八
年
後
、
ソ
ウ
ル
を
再
び

訪
問
す
る
に
あ
た
っ
て
、
横
光
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
が
あ
っ
た
に
ち

が
い
な
い
。
ソ
ウ
ル
へ
着
い
た
そ
の
夜
、
京
城
日
報
の
ホ
ー
ル
で
文
芸

講
演
会
が
あ
っ
た
。

一
九
三
〇
年
九
月
十
六
日
付
け
の
「
京
城
日
報
」
に
以
下
の
よ
う
な

記
事
が
出
て
い
た
。

（
表
題
）

空
を
駆
り
文
壇
の
巨
星
ら
華
々
し
く
入
場
す
　
す
ば
ら
し
い
人
気

を
浴
び
汝
矣
島
に
安
着

満
員
立
錐
の
余
地
な
き
盛
ん
な
文
芸
講
演
会
　
そ
れ
ぞ
れ
蘊
蓄
を

か
た
む
け
て
完
全
に
聽
衆
を
魅
了

（
記
事
内
容
）

重
々
し
い
調
子
で

―私
―は
―八
―年
―前
―に
―こ
―の
―地
―で
―父
―親
―を
―失
―つ
―た
―、
―京
―城
―は
―私
―に
―と
―つ
―て

―感
―慨
―深
―い
―土
―地
―な
―の
―だ
―、
―飛
―行
―機
―で
―上
―空
―を
―飛
―ん
―だ
―時
―、
―父
―親
―の

―顔
―が
―眼
―の
―あ
―た
―り
―に
―ち
―ら
―B
―C
―し
―た

―と
―身
―の
―上
―話
―に
―聴
―衆
―を
―し
―ん
―み
―り
―さ
―せ
―る
や
、
代
わ
つ
て

そ
の
夜
の
文
芸
講
演
会
で
も
、
横
光
は
八
年
前
に
ソ
ウ
ル
で
亡
く
な

っ
た
父
の
こ
と
を
述
べ
て
い
た
。
そ
れ
く
ら
い
横
光
に
お
い
て
ソ
ウ
ル
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と
い
う
と
こ
ろ
は
、
当
然
父
に
ま
つ
わ
る
思
い
の
あ
る
場
所
で
あ
っ

た
。
そ
の
当
時
、
京
城
中
学
生
で
あ
っ
た
森
敦
は
そ
の
講
演
会
に
参
席

し
て
い
た
。
こ
の
文
芸
講
演
会
が
き
っ
か
け
に
な
り
、
森
は
横
光
に
恩

義
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
が
、
森
が
初
め
て
横
光
の
家
を
訪
ね
た
と

き
、
横
光
は
や
は
り
ソ
ウ
ル
の
こ
と
を
言
っ
て
い
た
。

（
前
略
）
そ
の
よ
く
分
か
ら
な
い
髪
型
の
髪
を
額
か
ら
さ
ッ
と
掻

き
上
げ
て
、
精
悍
な
感
じ
な
が
ら
も
美
し
い
笑
い
を
見
せ
て
言
う
の

で
す
。「
―北
―京
―に
―行
―く
―途
―中
―、
―も
―っ
―と
―も
―美
―し
―い
―街
―と
―い
―え
―ば
―、
―京

―城
―で
―す
―な
」
横
光
利
一
は
よ
く
突
如
と
し
て
思
い
つ
い
た
よ
う
に
、

も
の
を
言
う
人
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
は
ま
だ
よ
く
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
な
ぜ
京
城
が
出
て
来
た
の
か
解
し
か
ね
て
い
る
と
、「
―あ
―の

―京
―城
―の
―空
―を
―飛
―ん
―で
―い
―る
―と
―、
―親
―父
―の
―霊
―が
―漂
―っ
―て
―い
―る
―よ
―う
―な
―気

―が
―し
―ま
―す
―な
」
す
る
と
、
横
光
利
一
の
ご
両
親
も
京
城
に
い
た
の
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
と
、(

後
略)

（「
講
演
　
第
八
夜
　
美
し
い
夜

(

９)

」）

―横
―光
―利
―一
―は
―言
―っ
―て
―い
―た
―。
―北
―京
―を
―除
―け
―ば
―大
―陸
―に
―旅
―し
―て
―、
―京

―城
―ほ
―ど
―い
―い
―街
―は
―な
―い
―、
―と
。
ぼ
く
も
そ
う
思
う
。（「
京
城
の
空

(

10)

」）

「
も
っ
と
も
美
し
い
街
」、「
京
城
ほ
ど
い
い
街
は
な
い
」
と
い
う
よ

う
な
表
現
か
ら
横
光
の
ソ
ウ
ル
に
対
し
て
の
愛
情
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ

れ
は
、「
親
父
の
霊
が
漂
っ
て
い
る
」
ソ
ウ
ル
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ

う
。
大
分
の
「
宇
佐
市
民
図
書
館
・
渡
綱
記
念
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
で
「
横

光
利
一
と
森
敦
」
と
い
う
題
で
、「
横
光
利
一
世
界
」
展
が
開
か
れ
た

（
二
〇
〇
七
年
八
月
二
五
日
か
ら
十
月
十
四
ま
で
）。
こ
の
展
示
会
か
ら

横
光
と
森
の
深
い
絆
が
見
ら
れ
る
。
横
光
が
、
特
に
森
に
愛
情
を
抱
い

て
い
た
こ
と
は
、
ソ
ウ
ル
と
い
う
二
人
の
共
感
の
場
所
が
あ
っ
た
か
ら

で
は
な
い
か
と
思
え
る
。
横
光
利
一
の
文
学
に
お
い
て
ソ
ウ
ル
は
、
父

と
と
も
に
生
き
て
い
る
忘
れ
ら
れ
な
い
場
所
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

三
　
李
箱
と
横
光
利
一
の
文
学
の
類
似
性

李
箱
の
作
品
か
ら
横
光
利
一
の
名
前
の
あ
る
と
こ
ろ
を
引
い
て
み
る
。

「
一
着
選
手
よ
！
　
―急
―行
―列
―車
―が
―沿
―線
―の
―小
―駅
―を
―非
―常
――に
―小
―さ
―な

―碁
―石
―を
―黙
―殺
―し
―て
―通
―過
―す
―る
―よ
―う
―に
―、
―私
―を
―無
―視
―し
―て
―通
―過
―な
―さ
―れ

―る
―こ
―と
―を
―望
―む
―次
―第
―で
―ご
―ざ
―い
―ま
―す
」(

中
略)

こ
の
場
合
に
も
言
葉
を
蕩
尽
し
た
浮
浪
者
の
資
格
で
―恐
―懼
―、
―横
―光
―利

―一
―氏
―の
―出
―世
―作
―を
―こ
―っ
―そ
―り
―取
―り
―だ
―し
―て
―き
―た
―の
―で
―あ
―る
。

（『
童
骸
』
九
八
）

こ
の
物
語
を
聴
い
た
泰
遠
が
「
こ
れ
は
―横
―光
―利
―一
―の
―機
―械
み
た
い

だ
よ
」
と
言
っ
た
（
も
ち
ろ
ん
こ
の
三
人
は
そ
の
翌
日
、
い
つ
そ
ん
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な
出
来
事
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
具
合
に
相
変
わ
ら
ず
仲
睦
ま
じ
か

っ
た
）。
（『
金
裕
貞

―
小
説
体
で
書
い
た
金
裕
貞
論
』
二
〇
二
）

多
く
の
研
究
者
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、「
急
行
列
車
が
沿
線
の
小

駅
を
非
常
に
小
さ
な
碁
石
を
黙
殺
し
て
通
過
す
る
」
と
い
う
と
こ
ろ

は
、
横
光
利
一
の
『
頭
な
ら
び
に
腹
』
の
冒
頭
文
「
真
昼
で
あ
る
。
特

別
急
行
列
車
は
満
員
の
ま
ま
全
速
力
で
馳
け
て
い
た
。
沿
線
の
小
駅
は

石
の
よ
う
に
黙
殺
さ
れ
て
い
た
」
と
の
類
似
性
が
見
ら
れ
る
。「
恐
懼
、

横
光
利
一
氏
の
出
世
作
を
こ
っ
そ
り
取
り
だ
し
て
き
た
」
と
い
う
表
現

に
は
、
李
箱
が
横
光
の
存
在
を
意
識
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

『
頭
な
ら
び
に
腹
』
は
、
一
九
二
四
年
十
月
に
『
文
芸
時
代
』
の
創

刊
号
に
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
『
文
芸
時
代
』
の
創
刊
号
を
見
て
、
千
葉

亀
雄
が
「
新
感
覚
派
の
誕
生
」
と
い
う
評
論
を
書
い
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
『
文
芸
時
代
』
の
文
学
は
、
新
感
覚
派
文
学
と
命
名
さ
れ
、
特
に
横

光
の
『
頭
な
ら
び
に
腹
』
は
新
感
覚
派
文
学
の
代
表
作
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
李
箱
が
「
横
光
利
一
氏
の
出
世
作
」
と
言
っ
て
い
る
作
品
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
『
頭
な
ら
び
に
腹
』
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
あ

っ
た
。

新
感
覚
派
文
学
が
日
本
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
で
あ
る
よ
う
に
、
韓
国

の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
は
九
人
会
の
メ
ン
バ
ー
が
そ
の
中
心
で
あ
っ
た
。

そ
の
九
人
会
の
メ
ン
バ
ー
に
李
箱
も
あ
っ
た
。
九
人
会
は
、
韓
国
の
新

感
覚
派
と
も
呼
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
九
人
会
は
、
一
九
三
三
年
十
月
に

親
睦
で
集
ま
っ
た
が
、
一
九
三
六
年
に
機
関
紙
『
詩
と
小
説
』
を
発
刊

し
た
だ
け
で
、
そ
の
活
動
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

機
体
が
滑
走
を
始
め
出
し
た
。
私
は
足
の
や
う
な
車
輪
の
円
弧
が

地
を
蹴
る
刹
那
を
今
か
B
C
と
待
ち
構
へ
た
。
―と
―私
―の
―身
―体
―に
―、
―羽

―根
―が
―生
―え
―た
。
車
輪
が
空
間
で
廻
ひ
停
つ
た
。
見
る
間
に
森
が
縮
み

出
し
た
。
家
が
落
ち
込
ん
だ
。
畑
が
波
の
や
う
に
足
の
裏
で
浮
き
始

め
た
。
―私
―は
―鳥
―に
―な
―つ
―た
―の
―だ
―。
―鳥
―に
―。
―私
―の
―羽
―根
―は
―山
―を
―叩
―く
。

羽
根
の
下
か
ら
潰
れ
た
半
島
が
現
は
れ
る
。

（『
鳥
』
三
四
八

(

11)

）

僕
は
急
に
脇
の
下
が
む
ず
痒
く
な
っ
た
。
あ
あ
、
そ
れ
は
―僕
―の
―人

―工
―の
―翼
―が
―生
―え
―て
―い
―た
―跡
―だ
。
今
で
は
な
く
な
っ
た
こ
の
翼
、
頭
の

中
で
は
希
望
と
野
心
の
抹
消
さ
れ
た
ペ
ー
ジ
が
、
デ
ィ
ク
シ
ョ
ナ
リ

ー
が
捲
ら
れ
る
よ
う
に
ち
ら
つ
い
た
。

僕
は
歩
み
を
止
め
、
そ
し
て
、
よ
し
一
度
、
こ
ん
な
ふ
う
に
叫
ん

で
み
た
か
っ
た
。

―翼
―よ
―、
―今
―一
―度
―生
―え
―よ
。

―飛
―ぼ
―う
―。
―飛
―ぼ
―う
―。
―飛
―ぼ
―う
―。
―も
―う
―一
―度
―飛
―ぼ
―う
―よ
。

―も
―う
―一
―度
―だ
―け
―飛
―ん
―で
―み
―よ
―う
―よ
。

（『
翼
』
五
九
）

横
光
の
『
鳥
』
の
最
後
の
箇
所
と
李
箱
の
『
翼
（
ナ
ル
ゲ
）』
の
最

後
の
箇
所
で
あ
る
。『
鳥
』
と
『
翼
』
と
い
う
題
目
か
ら
も
、
類
似
性

－ 58－



が
み
ら
れ
る
。「
翼
」
と
「
鳥
」
は
深
い
関
係
が
あ
る
。「
鳥
」
は
「
翼
」

が
な
い
と
「
鳥
」
で
な
く
な
る
と
思
う
。
ま
た
、「
鳥
」
は
「
翼
」
な

し
に
「
飛
ぶ
」
こ
と
が
で
き
な
い
。
人
間
に
は
そ
の
「
翼
」
が
な
い
の

で
、
飛
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
「
人
工
の
翼
」
の
力
に
よ
っ

て
飛
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
飛
行
機
の
発
明
で
あ
っ
た
。

『
鳥
』
の
「
私
の
体
に
羽
根
が
生
え
た
」
の
は
、「
飛
行
機
」
の
こ
と

を
言
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
飛
翔
」
の
象
徴
な
の
で
あ
る
。「
人
工
の

翼
」
の
飛
行
機
に
よ
っ
て
飛
翔
し
て
い
く
『
鳥
』
の
「
私
」
と
、「
人
工

の
翼
」
に
よ
っ
て
飛
翔
し
よ
う
と
す
る
『
翼
』
の
「
私
」
が
求
め
た
こ

と
は
、
そ
の
場
か
ら
脱
出
し
、
新
し
い
生
活
を
求
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

私
は
ひ
そ
か
に
鏡
が
あ
る
室
内
に
入
る
。
私
を
鏡
か
ら
解
放
し
よ

う
と
す
る
。
し
か
し
、
鏡
の
中
の
私
は
沈
鬱
な
顔
で
必
ず
同
時
に
入

っ
て
く
る
。
鏡
の
中
の
私
は
私
に
す
ま
な
い
と
伝
え
る
。
そ
の
た
め

に
囚
わ
れ
の
身
に
な
っ
た
よ
う
に
、
彼
も
私
の
た
め
に
囚
わ
れ
の
身

に
な
り
震
え
て
い
る
。

（「
詩
第
十
五
号
」
二
七

(

12)

）

「
私
」
は
「
鏡
の
中
の
私
」
と
話
を
し
て
い
る
。「
鏡
の
中
の
私
」
も

「
鏡
の
外
の
私
」
も
、「
私
」
で
あ
る
。「
鏡
」
は
「
私
」
を
映
す
機
能

を
持
っ
て
い
る
の
で
、「
自
分
」
が
「
自
分
を
見
る
」
こ
と
が
で
き
る
。

横
光
の
主
張
し
た
「
四
人
称
」
と
は
、「
自
分
を
見
る
自
分
」
の
こ
と

を
言
っ
て
い
る
。「
自
分
を
見
る
自
分
」
は
、「
自
分
を
見
る
」
行
為
を

す
る
「
自
分
」
と
「
自
分
」
に
「
見
ら
れ
る
自
分
」
と
分
け
る
こ
と
が

で
き
る
。「
自
分
を
見
る
」
行
為
を
す
る
「
自
分
」
は
「
鏡
の
外
の
私
」

で
あ
り
、「
自
分
」
に
「
見
ら
れ
る
自
分
」
は
「
鏡
の
中
の
私
」
に
当

た
る
。
横
光
の
「
自
分
を
見
る
自
分
」
は
、
李
箱
の
「
鏡
の
外
の
私
」

と
「
鏡
の
中
の
私
」
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
李
箱
は
「
鏡
」
を
通

し
て
、
横
光
の
い
う
「
自
分
を
見
る
自
分
」
を
発
見
で
き
た
の
で
あ
る
。

四
　
李
箱
と
横
光
利
一
に
お
け
る
一
九
三
六
年
の
意
味

一
九
三
六
年
は
、
李
箱
が
日
本
へ
行
っ
た
年
で
あ
り
、
横
光
利
一
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
出
か
け
た
年
で
あ
っ
た
。
横
光
は
、『
東
京
日
日
新
聞
』

と
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
特
派
さ
れ
、「
パ
リ
を
根

拠
と
し
て
各
地
を
歴
訪
、
氏
の
独
特
の
尖
鋭
な
感
覚
に
よ
る
見
聞
記
」

を
掲
載
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
二
月
二
十
二
日
か
ら
八
月
二

十
五
日
ま
で
の
六
ヶ
月
く
ら
い
の
旅
に
な
っ
た
。

横
光
は
、
八
月
一
日
に
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
幕
式
に
参

加
し
、
八
月
十
一
に
ベ
ル
リ
ン
を
発
っ
て
シ
ベ
リ
ア
に
向
か
っ
た
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
マ
ラ
ソ
ン
競
技
は
、
九
日
午
後
三
時
に
行
わ
れ
、
日
本

の
代
表
者
と
し
て
参
加
し
た
韓
国
人
の
孫
基
禎(

ソ
ン
・
キ
チ
ョ
ン)

選

手
が
優
勝
し
、
南
昇
龍
選
手
も
三
位
を
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
横
光
は
こ

の
よ
う
な
マ
ラ
ソ
ン
の
こ
と
に
は
つ
い
て
は
触
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
、

マ
ラ
ソ
ン
の
フ
イ
ル
ム
の
こ
と
だ
け
言
及
し
た
の
で
あ
る
。『
欧
洲
紀
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行
』
か
ら
マ
ラ
ソ
ン
の
こ
と
が
書
い
て
あ
る
日
を
見
よ
う
。

八
月
九
日

―夜
―に
―な
―つ
―て
―突
―然
―マ
―ラ
―ソ
―ン
―の
―映
―画
―を
―日
―本
―へ
―持
―つ
―て
―帰
―つ
―て
―く

―れ
―な
―い
―か
―と
―頼
―ま
―れ
―る
。

（『
欧
洲
紀
行
』
十
三
巻
　
三
七
八
）

八
月
十
一
日

―マ
―ラ
―ソ
―ン
―と
―言
―へ
――ば
―両
―社
―に
―と
―つ
―て
―は
―、
―オ
―リ
―ン
―ピ
―ッ
―ク
―最
―大
―の
―フ

―イ
―ル
―ム
―で
―あ
―る
。
実
は
私
と
大
山
氏
も
共
に
シ
ベ
リ
ア
中
を
競
争
し

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
だ
が
、
同
一
の
汽
車
の
中
で
は
そ
れ
も
出
来
ぬ
。

（
三
八
〇
）

八
月
廿
日

―満
―州
―里
―で
―は
―、
―わ
―た
―し
―の
―持
―つ
―て
―帰
―つ
―た
―マ
―ラ
―ソ
―ン
―の
―フ
―イ
―ル
―ム

―を
―受
―け
―と
―り
―に
―来
―た
―男
―が
―真
―先
―に
―私
―の
―所
―へ
―近
―寄
―つ
―た
。（
中
略
）

「
私
が
記
者
で
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
疲
れ

で
せ
う
。
ハ
イ
ラ
ル
か
ら
今
飛
行
機
で
来
た
ば
か
り
で
す
が
、
さ
つ

き
ま
で
は
豪
雨
で
今
夜
帰
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
よ
。
朝
日

の
方
も
困
つ
て
い
る
や
う
で
す
。」

と
云
ふ
。
第
二
に
私
は
競
争
を
国
境
で
見
た
の
で
あ
る
。

「
―何
―も
―か
―も
―日
―本
―は
―こ
―れ
―だ―
。―」
―と
―思
―ふ
。

―ヨ
―ー
―ロ
―ツ
―パ
―で
―は
―新
―聞
―は
―号
―外
―も
―出
―さ
―ぬ
。

（
三
九
二
）

横
光
は
『
欧
洲
紀
行
』
に
「
何
も
か
も
日
本
は
こ
れ
だ
」
と
、
マ
ラ

ソ
ン
に
関
し
て
の
自
分
の
感
情
を
表
し
て
い
る
だ
け
で
、
優
勝
者
の
孫

基
禎
に
関
し
て
は
一
言
も
触
れ
て
い
な
い
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
日
本

の
成
績
は
よ
く
な
か
っ
た
の
で
、
横
光
が
が
っ
か
り
す
る
と
こ
ろ
が
あ

る
。
せ
っ
か
く
マ
ラ
ソ
ン
で
優
勝
し
た
の
に
、
横
光
が
そ
れ
に
つ
い
て

く
わ
し
く
述
べ
て
な
い
こ
と
に
は
不
思
議
な
気
が
す
る
。
と
こ
ろ
が
、

韓
国
で
は
こ
の
よ
う
な
事
件
が
起
こ
っ
て
い
た
。

一
九
三
六
年
八
月
、
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
朝
鮮
人
の
孫

基
禎(

ソ
ン
・
キ
チ
ョ
ン)

選
手
は
、「
日
本
代
表
」
と
し
て
マ
ラ
ソ

ン
に
出
張
し
た
。（
中
略
）
孫
選
手
は
、
二
時
間
二
九
分
一
九
秒
二

の
好
タ
イ
ム
で
優
勝
。
日
本
で
は
新
聞
の
号
外
が
出
る
騒
ぎ
と
な
っ

た
。
だ
が
、
朝
鮮
の
『
東
亜
日
報
』
で
は
、
表
彰
台
の
孫
選
手
の
胸

のB

日
の
丸C

を
塗
り
つ
ぶ
し
て
掲
載
。
植
民
地
当
局
を
激
怒
さ
せ

て
、
一
〇
カ
月
に
わ
た
る
停
刊
処
分
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
日
本
で

は
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
た
事
件
だ
ろ
う
。

（
黒
川
創
、「
旗
の
な
い
文
学
」、『
朝
鮮
』
三
二
三
）

『
東
亜
日
報
』
の
「
表
彰
台
の
孫
選
手
の
胸
のB

日
の
丸C

を
塗
り
つ

ぶ
し
」
は
「
旗
の
な
い
」
民
族
に
起
こ
っ
た
悲
し
い
事
件
で
あ
っ
た
。

欧
洲
旅
行
か
ら
帰
っ
て
き
た
横
光
は
、
一
九
三
七
年
四
月
十
四
日
か

ら
『
旅
愁
』
を
連
載
し
は
じ
め
た
。
敗
戦
後
、
横
光
文
学
は
戦
争
責
任

と
い
う
こ
と
で
批
判
さ
れ
る
が
、
横
光
に
お
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
行
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は
、
彼
の
文
学
世
界
に
大
き
く
影
響
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
一
九
四
三

年
の
「
朝
鮮
の
こ
と
」
に
は
、
横
光
が
半
鐘
漢
の
詩
集
「
た
ら
ち
ね
の

う
た
」
を
買
い
、「
一
枝
に
つ
い
て
」
を
紹
介
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
注

目
す
る
。
半
鐘
漢
は
金
鐘
漢
の
間
違
い
で
あ
る
と
思
う
が
、
横
光
が
こ

の
作
家
を
選
ん
だ
の
は
示
唆
的
で
あ
る
。
韓
国
で
金
鐘
漢
は
親
日
文
学

者
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

反
面
、
李
箱
は
一
九
三
七
年
四
月
一
七
日
に
東
京
で
死
を
迎
え
た
。

「
旗
の
な
い
」
国
の
モ
ダ
ニ
ス
ト
李
箱
の
死
は
た
い
へ
ん
悲
し
か
っ
た
。

一
九
三
六
年
韓
国
の
李
箱
は
東
京
へ
、
日
本
の
横
光
利
一
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
へ
そ
れ
ぞ
れ
旅
に
で
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
旅
は
彼
ら
の
文
学
の
ゆ

く
え
に
大
き
く
影
響
し
た
の
で
あ
る
。

景
福
宮
の
前
に
あ
っ
た
朝
鮮
総
督
府
は
す
で
に
撤
去
さ
れ
、
景
福
宮

は
二
十
年
の
予
定
を
も
っ
て
復
元
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。『
翼
』

の
主
人
公
「
私
」
の
行
っ
た
京
城
駅
の
す
ぐ
隣
に
、
現
代
式
の
ソ
ウ
ル

駅
が
新
し
く
建
て
ら
れ
た
。『
翼
』
の
「
私
」
は
新
し
い
ソ
ウ
ル
駅
を

見
て
何
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

五
　
李
箱
と
横
光
利
一
研
究
の
現
況
に
つ
い
て

新
宿
書
房
か
ら
『〈
外
地
〉
の
日
本
語
文
学
選
』
三
巻
が
編
纂
さ
れ

た
。
そ
れ
は
、
一
九
四
五
年
以
前
に
日
本
で
な
い
地
域
か
ら
日
本
語
を

使
っ
た
文
学
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
一
巻
は
『
南
洋
・
南
方
／
台

湾
』、
二
巻
は
『
満
州
・
内
蒙
古
／
樺
太
』、
三
巻
は
『
朝
鮮
』
で
あ
る
。

編
者
の
黒
川
創
は
、「
日
本
文
学
で
ほ
と
ん
ど
無
視
さ
れ
て
き
た
一
九

四
五
年
以
前
の
日
本
語
で
書
か
れ
た
外
地
の
日
本
語
文
学
を
紹
介
す
る

作
業
の
一
環
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。

『
朝
鮮
』
に
は
、
李
箱
、
李
孝
石
な
ど
の
韓
国
作
家
と
高
濱
虚
子
、

井
伏
鱒
二
な
ど
の
日
本
人
の
作
家
の
作
品
が
載
せ
ら
れ
た
。『
朝
鮮
』

の
「
は
じ
め
に
」
を
見
る
と
、
天
才
作
家
李
箱
に
比
重
を
置
い
て
い
る
。

李
箱
の
作
品
と
し
て
は
『
異
常
の
可
逆
反
応
』『
三
次
角
設
計
図
』『
建

築
無
限
六
面
角
体
』
な
ど
か
ら
の
日
本
語
詩
を
紹
介
し
て
い
る
。『
朝

鮮
』
で
の
李
箱
の
詩
の
紹
介
は
、
日
本
に
李
箱
を
知
ら
せ
る
よ
い
機
会

で
あ
っ
た
と
思
う
。

最
近
、
李
箱
文
学
の
本
格
的
な
日
本
語
の
翻
訳
と
し
て
、
崔
真
碩
編

訳
の
『
李
箱
作
品
集
成
』（
作
品
社
、
二
〇
〇
六
年
）
と
蘭
明
訳
編
の

『
李
箱
詩
集
』（
花
神
社
、
二
〇
〇
四
年
）
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
二
つ

の
本
は
、
翻
訳
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
李
箱
の
作
品
が
訳
さ
れ
て
い
て
、

こ
れ
か
ら
の
日
本
で
の
李
箱
研
究
に
大
き
く
貢
献
す
る
と
思
わ
れ
る
。

川
村
湊
の
「「
日
本
」
に
お
け
る
李
箱
」(

『
李
箱
作
品
集
成
』
付
録
、

二
〇
〇
六)

と
藤
石
貴
代
の
「
日
本
に
お
け
る
李
箱
文
学
研
究
―
現
況

と
課
題
」(

『Y
iS

an
g

R
ev

iew

』
第
三
号
、
李
箱
文
学
会
、
二
〇
〇

四
）
に
は
、
日
本
で
の
李
箱
研
究
が
把
握
で
き
る
資
料
で
あ
る
。

韓
国
で
の
横
光
研
究
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
「
韓
国
に
お
け
る
横
光

利
一
研
究
の
現
況
に
つ
い
て
」
の
一
部
を
こ
こ
に
紹
介
す
る
。

－ 61－



一
九
九
〇
年
の
後
半
に
な
っ
て
か
ら
横
光
研
究
は
韓
国
文
学
と
の

比
較
研
究
も
行
わ
れ
て
き
た
。
ま
た
一
九
九
九
年
に
は
『
上
海
』
が

韓
国
語
に
訳
さ
れ
た(

『
0
1
2
』、
3
4
5
訳
、
小
花)

。
最
近
の

若
手
研
究
家
の
発
表
と
し
て
は
、
金
禎
A
「
横
光
利
一
「
純
粋
小

説
」
論
の
可
能
性
」(
韓
国
日
語
日
文
学
研
究
五
十
一
輯
、
二
〇
〇

四
・
十
一)

、
姜
素
英
「
横
光
利
一
に
お
け
る
朝
鮮
―
「
青
い
石
を

拾
っ
て
か
ら
」
と
旅
行
記
を
中
心
に
―
」(

韓
日
国
際
学
術
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
二
〇
〇
六
・
一
二
・
九)
、
金
泰
B
「
横
光
利
一
『
旅
愁
』

に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」(
韓
国
日
本
学
会
、
二
〇
〇
七
・
二
・

一
〇)

な
ど
が
見
ら
れ
る

(

13)

。

以
上
の
よ
う
に
、
韓
国
の
李
箱
と
日
本
の
横
光
利
一
の
そ
れ
ぞ
れ
の

東
京
と
ソ
ウ
ル
で
の
経
験
、
二
人
の
作
品
の
類
似
性
に
つ
い
て
考
察
し

て
み
た
。
韓
国
で
の
横
光
研
究
と
日
本
で
の
李
箱
研
究
は
こ
れ
か
ら
が

始
ま
り
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

（
注
）

（
１
）
蘭
明
訳
編
『
李
箱
詩
集
』（
花
神
社
、
二
〇
〇
四
）、
二
九
項
。

（
２
）
崔
真
碩
編
訳
『
李
箱
作
品
集
成
』（
作
品
社
、
二
〇
〇
六
年
）。
以
下
、
李
箱
の

作
品
の
引
用
は
す
べ
て
こ
の
本
か
ら
で
あ
り
、
本
稿
で
の
下
線
は
す
べ
て
引
用
者
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
３
）
以
下
、
引
用
文
を
除
き
「
韓
国
」
に
す
る
。

（
４
）
現
在
　
ソ
ウ
ル
。
以
下
、
引
用
文
を
除
き
「
ソ
ウ
ル
」
に
す
る
。

（
５
）『
定
本
横
光
利
一
全
集
第
十
四
巻
』（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
八
八
年
再
販
）。

（
６
）『
定
本
横
光
利
一
全
集
第
二
巻
』（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
八
一
年
）。

（
７
）『
定
本
横
光
利
一
全
集
第
十
三
巻
』（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
八
八
年
再
販
）。

（
８
）『
定
本
横
光
利
一
全
集
第
十
六
巻
』（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
八
七
年
）。

（
９
）『
森
敦
全
集
第
二
巻
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
三
年
）
四
七
六
〜
四
七
七
項
。

（
10
）『
森
敦
全
集
第
五
巻
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
三
年
）
二
六
項
。

（
11
）『
定
本
横
光
利
一
全
集
第
三
巻
』（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
八
一
年
）。

（
12
）
蘭
明
訳
編
『
李
箱
詩
集
』

（
13
）
李
錦
宰
「
韓
国
に
お
け
る
横
光
利
一
研
究
の
現
況
に
つ
い
て
」（「
横
光
利
一
文

学
会
　
会
報
」
第
十
一
号
　
二
〇
〇
七
・
六
・
十
六
）。

（
付
記
）

本
論
文
に
お
い
て
横
光
利
一
全
集
と
京
城
日
報
の
引
用
に
あ
た
っ
て
、
漢
字
は
新
字

体
に
、「
ゐ
」
は
「
い
」
に
し
た
。

本
論
文
は
、
二
〇
〇
七
年
十
二
月
十
四
日
の
東
亜
比
較
文
学
国
際
学
術
研
討
会
（
台

湾
淡
江
大
学
外
国
語
文
学
院
日
本
語
文
学
系
主
催
）
で
「
韓
国
の
李
箱
と
日
本
の
横
光

利
一
の
文
学
―
外
地
の
経
験
と
作
品
の
類
似
性
を
求
め
て
―
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
口

頭
発
表
し
た
も
の
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
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